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【手続補正書】
【提出日】平成28年4月25日(2016.4.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
５～９個のアルギニンを含むポリアルギニンペプチド。
【請求項２】
さらに１個または１個より多くの末端システインを含む、請求項１に記載のポリアルギニ
ンペプチド。
【請求項３】
少なくとも２個の末端システインを含み、前記少なくとも２個のシステインがジスルフィ
ド結合によって連結されている、請求項２に記載のポリアルギニンペプチド。
【請求項４】
Ｃ－ｓ－ｓ－ＣＲＲＲＲＲＲＲ（式中、Ｃはシステインであり、Ｃ－ｓ－ｓ－Ｃは２個の
システイン間のジスルフィド結合であり、Ｒはアルギニンである）を含む、請求項２に記
載のポリアルギニンペプチド。
【請求項５】
前記２個のシステインがＮ末端で連結されている、請求項４に記載のポリアルギニンペプ
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チド。
【請求項６】
ＣＲＲＲＲＲＲＲを含む、請求項２に記載のポリアルギニンペプチド。
【請求項７】
ＲＲＲＲＲＲＲを含む、請求項１に記載のポリアルギニンペプチド。
【請求項８】
少なくとも１個のアルギニンがｄ－アルギニンである、請求項１に記載のポリアルギニン
ペプチド。
【請求項９】
少なくとも１個または１個より多くの前記末端システインがｄ－システインである、請求
項２に記載のポリアルギニンペプチド。
【請求項１０】
さらに、２個までの末端中性アミノ酸を含む、請求項１に記載のポリアルギニンペプチド
。
【請求項１１】
実際の、または予期されるニューロン損傷を処置するための組成物であって、前記組成物
は、５～９個のアルギニンのポリアルギニンペプチドを含み、前記ポリアルギニンペプチ
ドが治療有効用量で投与されることを特徴とする、組成物。
【請求項１２】
前記ポリアルギニンペプチドが、さらに１個または１個より多くの末端システインを含む
、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１３】
前記ポリアルギニンペプチドがＣ－ｓ－ｓ－ＣＲＲＲＲＲＲＲである、請求項１２に記載
の組成物。
【請求項１４】
投与が静脈内である、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
投与が約０．０１ｍｇ／ｋｇ～約２０ｍｇ／ｋｇである、請求項１４に記載の組成物。
【請求項１６】
被験体の少なくとも片方の目を緑内障関連視力損傷から保護するための組成物であって、
前記組成物は、ポリアルギニンペプチドを含み、前記ポリアルギニンペプチドは、５～９
個のアルギニンを含み、さらに１個または１個より多くの末端システインを含み、前記ポ
リアルギニンペプチドが前記被験体に治療有効投薬量で投与されることを特徴とする、組
成物。
【請求項１７】
前記投与が前記少なくとも片方の目に対する点眼の形態である、請求項１６に記載の組成
物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　またさらに、本発明は、前記被験体に治療有効投薬量の本明細書に記載の組成物を投与
することを含む、被験体の少なくとも片方の目を緑内障関連視力損傷から保護する方法に
関する。具体的には、５～９個のアルギニンを含み、さらに１個または１個より多くの末
端システインを含むポリアルギニンペプチドに言及する。投与は、任意の通常の形態、例
えば、経口および点眼薬によるものであり得る。２０μｌの点眼に対して約０．１～約１
０μｇの用量が特筆される。
　特定の実施形態では、例えば以下が提供される：
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（項目１）
５～９個のアルギニンを含むポリアルギニンペプチド。
（項目２）
さらに１個または１個より多くの末端システインを含む、項目１に記載のポリアルギニン
ペプチド。
（項目３）
少なくとも２個の末端システインを含み、前記少なくとも２個のシステインがジスルフィ
ド結合によって連結されている、項目２に記載のポリアルギニンペプチド。
（項目４）
Ｃ－ｓ－ｓ－ＣＲＲＲＲＲＲＲ（式中、Ｃはシステインであり、Ｃ－ｓ－ｓ－Ｃは２個の
システイン間のジスルフィド結合であり、Ｒはアルギニンである）を含む、項目２に記載
のポリアルギニンペプチド。
（項目５）
前記２個のシステインがＮ末端で連結されている、項目４に記載のポリアルギニンペプチ
ド。
（項目６）
ＣＲＲＲＲＲＲＲを含む、項目２に記載のポリアルギニンペプチド。
（項目７）
ＲＲＲＲＲＲＲを含む、項目１に記載のポリアルギニンペプチド。
（項目７）
少なくとも１個のアルギニンがｄ－アルギニンである、項目１に記載のポリアルギニンペ
プチド。
（項目８）
少なくとも１個または１個より多くの前記末端システインがｄ－システインである、項目
２に記載のポリアルギニンペプチド。
（項目９）
さらに、２個までの末端中性アミノ酸を含む、項目１に記載のポリアルギニンペプチド。
（項目１０）
５～９個のアルギニンのポリアルギニンペプチドを治療有効用量で投与することを含む、
実際の、または予期されるニューロン損傷を処置する治療方法。
（項目１１）
項目９に記載の前記ポリアルギニンペプチドが、さらに１個または１個より多くの末端シ
ステインを含む、項目１０に記載の方法。
（項目１２）
前記ポリアルギニンペプチドがＣ－ｓ－ｓ－ＣＲＲＲＲＲＲＲである、項目１１に記載の
方法。
（項目１３）
投与が静脈内である、項目１２に記載の方法。
（項目１４）
投与が約０．０１ｍｇ／ｋｇ～約２０ｍｇ／ｋｇである、項目１３に記載の方法。
（項目１５）
被験体に、５～９個のアルギニンを含み、さらに１個または１個より多くの末端システイ
ンを含むポリアルギニンペプチドを治療有効投薬量で投与することを含む、被験体の少な
くとも片方の目を緑内障関連視力損傷から保護する方法。
（項目１６）
前記投与が前記少なくとも片方の目に対する点眼の形態である、項目１５に記載の方法。
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